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1. は じめに
アマチュアリズムはイギ＇）スに生まれ、オリンピックのなかで灯まれてきにとnってよい。オリンピッ
クはアマチュア・スボーツマンの祭典であり、参加はアマチュア・スポーツマンに限られる。オリンビゥ
クに於いてアマチュアリズムの遵守が厳格に守り通されてきたのは、オリンビックというものが、アマチ
ュ；；..スボーツの最孔•(J）祭典であり、アマチュア・スポーツマンが最終的に目標とする大会であってアマ
テュア・スポーツのヒ゜うミッドの頂点に位伍しているからであると Bえよう。オリンピックの参加行格と
しての「アマチュア規定」はオリンピックが回を重ねif.9] を経るにつれて利々のrがEが加えられ、また一
方新しい条項も盛り込まれるようになってきた。しかし、現代ではそのアマチュアりズムの哩念に対して、
むしろ否定的な見解が出され、崩閉するチュアリズム、哀退するアマチュアリズムがflil,9こ叫ばれ、その
空洞化に対し鋭い批判も行なわれ出している。確かにアマチュアに対閻されるブロとの相違も曖味なもの
となっており、特にかたくなに拒否してきた旧失日金袖伯 (bnoken time payment )につい
てその祝詞が緩められた乙とから、現実的に金銭の援受が窃められ、その結果、プロとの境界はますま・ヤ
不鮮明極まりないものとなってしまった。また 1.0.cの定める「アマチュアの定義」が「杏加釘格」に改
(1) められたことで オリンピックに於けるアマチュアリズムもその止繋を弱めることになってしまった。そ
(2) れにまた／fl本（が正が指摘するように、 R本体育協会は「アマチュア・スボーツのあり万」を規定している
ものの、体協の定める「アマチュア只格」は加盟団体IC.豆紐した者に適用され、実門的に禾加盟の多くの
人々はプロでもアマでもないわけで、 「アマチュアとは何か」の理念は一般の大多数のスボーツ愛好名に
は無舷のものになっている。そのようなことはさておいてもこれまで育まれてきたアマチュアリズムのm
神も現状にはそぐわない部分を霞わにし、至るiijにその矛府を見せ始めている。オリンビックとともに歩
んできたアマチュアリズムも 90態依然としたものでは現代スポーツに合致しないことが明印こなってきて
いるのだが、しかし、角度をかえてみればそのことはアマチュアリズムの変遇が歴史の流れに乗って徐々
にその姿を蕗望してきたスポーツの諸問国点を一あるいは現代スポーツの特岱とgぃ換えても良いのかも
しれないが一、それらを映し出す鏡として把えることができることを示している。これまで培われてきた
アマチュアリズムの精神に立てIi現代スポーツは多くの歪みを持つものと映るのかもしれないが、それだ
からこそアマチュアリズムこそそうしに問凶点を映し出す沌なのであり、アマチュアリズムの変還は近代
スボーツの特門を知るヒで重要な手掛りを与えてくれるはずである。
2. アマチュアリズムの変遷
アマチュアの語源は占代ギリシャに遡り、辺楽行、愛好行を意味する :imotorであると nゎれている。
それが仏語の amatur(OO術品の鑑定家）、英話の amateur( 侵れた絵両と音楽を鑑nするも）となり、
スボーツ関係に使われ出したのは 1 8 0 0 年代後．、ドイギリスに於いてのことのようである~3)
そして、最初に成文化されたアマチュア規定は、ヘンレー ・ レカ・ックの参加打格のなかにおい
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てであるというのが一般的な通説となっている。それは l 8 7 8 年のことであり、 「アマチュア漕手ある
いはスカラーは陸詢躙卜官、文行、 jnj守の職業に従巾するものであって、大学もしくは府等学校の学生、
生徒、その他労働者、まには靡粟競技行を含まない既設の漕駆クラプ員に限る。防金、金銭、人場料を目
当て1こ穀技に参加した者、生計の手段として種類のいかんを問わず競技に従iJJ し、あるいは指導し、援助
（ヽ）した者、および闘氾唸的労働者を除く」というものであった。 ぼE菜的労働者」とは、 「造艇の仕川に関係
したり、肉体労働者、機械工、闘人、労働~打」のととであった。そこでは金銭的利益の問題はさはど五股
ではなく、むしろ参加汽格としての社会的地位、特にその閉業が問題とされたのである。ジェントルマン
陪級の子牙jの教育閃関であるパプリック・スクールにアスレティシズム (athl..t idsm) が没透しスボ
ーツが盛んに行われるようになるのが 1 9 ltt紀巾菜のことだが、そこの出身石がスポーツの担い手の中心的
lS) 
役割をはたしスポーツの担い民おなントルマン階級に限定しスポーツを独占しようとする意図をもってアマチ
ュア嵐宅が作成されにと推測できよう。しかし、社会的身分及び闘笑という面でのアマチュア規定はすぐ
に削除され、その後は報酬や＇F当の面から規定されるようになった。ただアマチュアという言焚とジェン
トルマンという打：代が用．互に囲U換え可能な打虻であり、 「アマチュアとは、ジェントルマンを意味して
(6) いた」というum~ ふ銘記しておかわばなるまい。彼らがアマチュアをジェントルマン陪級に限定したのは、
そのことが 1：流閉級をスボーツに取り込む為に必要tむたからであり、彼らがスボーツに興味を持つこと
(7) 
によってスボーツはより発展するという期待があっにからだとコ臼1ている。また、競技場に於けろ河f1'lや
礼儀がより訳要であると考えられ、スポーツに労勁者陪級を取り込むことは閥技出におけるその帥•L廿J"
炉神の維tれを困難なもの1 こしてしまうという危供があったからだとも打われてい 3。現実にはそのような危
倶は当らなか..,fこわけだが、彼らが維持しようとしたt1り神こそアマチュアリズムを支えるフェア・ブレー
(9) とスボーツマンシップに辿じろ情神、すなわら「悪意なさ技術、怒りなさ闘い」を讚尖するものであ
..た。現行のスポーツ・ルールのなかにも「Ungenllemanly Conduct」 （帥七的行為）というg槃
が使われ、これらは鮒しく栞Il：され、ルーJL・ ・ブックに明記されなくとも「紳；1:的に打る碍う」ことは昭
黙の r解．t＂項となっているのである。
アマチュアリズムの理念とは一門で述べると「金銭Kのあるいは如何なるものであれ物質的和J10を目的
としないでスポーツを行う」という＆のであり、 「スポーツを愛するが故1こただそれだけを目的としてスポ
ーツを行う」というものであって、これは時代を経た今でも一貫して流れ祉けているアマチュアリズムの
刑念であろ。そL には物四的な報酬を求めて行なわれろ競技ではないからとそ、その純枠性を保持でき、
その「無償のm神」こそがスポーツの堕落を防ぐKきな防波堤となっているのだという王張か込められて
いる。そのi団以ICは物'l'lf(:J~間が目的とされる競技は見世物となり、競技者のm神を堕落させてしまうという
・名えが流れている。そこに於いては競技は目的ではなく手段であり、競技を離れた所に目的があり、プレ
ーヤーは~,分 1‘げ｝競技に没頭し楽しむということはなく、観衆を喜ばせる為にプレイしてしまうものだと
いう批判が込められている。簡屯に言えば、アマチュアリズムの理念の根底には閑された動leをもってス
ボーツを行うことを拒5し、ただ爪にスポーツが好きだからという動携からスポーツを行うことを祢臼す
る患想が流れているのであろ。
さて、そうした思患を背原に物n的利19に対する現実的規定や、さらにその後は請般のmtHに対応すろ形
で規定条項が複性となり、辿征期間、合宿期間の規定、損失R金補償、試合に要する経t （旅村 ・ 宿泊で）
についての規定、そしてドービング、さらにセックス ・ チュックなどについても明確な規定が行なわれる
ようになり、明文化されてさている。
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アマチュア規定が広t凡にわたりかつ複雑詳細になってきたのは、アマチュア・スポーツ人「Iの切大とそ
れに付髄して生じるアマチュア規定に、t打ろ解釈の相違を防ぐ為であったとgぇょう。アマチュア規定を
将漏的な形で多くの人々に公平1こ遵守させる為！ことった一つの処置であった。これはルールに則ってiE々
堂々と平守な条件のもとで闘うこともアマチュアリズムの理念であることを示す一つの！P実である。
しかし、そのことはまた別の角度から見れば、現代スポーツの一面を浮き彫りにしたものと言えなくも
ない。 アマチュア規定の条項の不備をついた行沿、あるいは条項の裏側を巧妙につく遁反行為が行なわ
れてきに桔果とられた条項の改正であり、あるいはその追加であったはずである。練習時間や試合あるい
は外国遠征に関する規定、ドーピングに関する規定、またセックス・チェックなどは、勝利の為には手段
を選ばないスボーツ選手の存在を明臼IC.示すものである。ブロフェッシ•ナルという言策は、例えば、ぼし
菜的な軍人、音楽家あるいは講演者など」 「特に一般的には余暇に行なわれるような仕巾を＂門として又
(10) 
はピジネスとして行なう人に適用される」が、まさにそのようなプロと錯寛されるほどのアマチュア・ス
ポーツマンが出現し始めているのであろ。
アマチュアリズムの歴史的変遷を総括すると、アマチュアリズムの主要な目的は、汁会階級間に区別を
設けること、競技1こ際して同らかの打和lさを持っているものはアマチュアの行格を持たないことを言明す
(l) 
ること、隠された動閃を持ってスボーツを行う者を排除するということであったとgぇょう。
アマチュアリズムを百んできたオリンピックはソ連の介入により急速に変化したと aゎれ、東欧諸同の
ステート・アマと呼ばれる選手の出現で、オリンピノクに於いて四側選手が追い越されるようになってか
らはメダル争いが激化し、シヤマチュア（にせのアマチュア）すなわち前述のステート・アマ、および賓
本主義諸国に於いて兄られる企業に依存する企業お抱えのコマーシャル・アマチュアも現われるようにな
った。オリンビックに限らないが、スボーツの場は企業の進出する格好の的となったし、又、政治の鍔台
ともなり、スポーツを愛するが故にただそれだけを目的として行なうというアマチュア・スポーツの理念
は揺さぷられてきている。
このような状況に陥った傾接的な要因はメダル争いの激化であり、それと下可欠の関係にあるスポーツ
の高度化であると言えないだろうか。アマチュア規定の条項の改正、追加もまさにこの点から納湯できろ
説明を得られるのではないかと思われる。
そこで、崩壊するアマチュアリズム、哀退するアマチュアリズムと形容されろ現代のアマチュアリズム
をメダル争いの激化にともなって展開してきたスポーツの利度化を煎点にして据えiCIしてみようと思う。
3 スボーツの高慶化
スポーツのバ度化とは、一品で述ぺれば、スポーツにおける記録の向ヒ、競技）Jの向上であり、それに
OOわる諸閲面の発展のことである。記録の向上には体力、技術の向上、並びに隈術の理解、開発が不可欠
だが、それはトレーニング万法の改社、用貝の改良、 開発を伴うし、あるいはまたさらに広くスポーツ・
ルール、スポーツ組織の発駿などスポーツに関する全般的な閲面の発展も促す。これらを総称してスポー
(J2) ツの1却度化と呼んでいる。このスポーツの’贔度化をもたらす要因には、スポーツそれ自体が内包している
要因と、それと並んでその店度化を許容しむしろ積極的に支復する現代社会の持つ理念というものが深く
OOわっていると思われる。
スポー')それ自体が内包している要因・・スポーツは多くの人が定義しようとした現象であるが、ホイジ
i13) ンカらによって提出された「遊び」の概念がスポーツに適用されることについては意兄の一致を見ている
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U4) 
ようである。そのなかでロイはプレイ・ゲーム・スポーツ・アスレティックスというべうグイムを描さ、
汲争の要索が強く働くプレイ 1よゲームであり、そのなかで特に身体的能IJ (phys i ca I prowess) を必
要とするゲームをスポーツと把えている。このロイの名説を借りてコえば、 ［スポーツとは身体的能）Jを
必要とする競争的遊戯である」ということになる。スポーツのなかに競？｝的要素を見、それが行に身体的
技能を必要とするものであるとする彼の兄解は多くの人の賛同を得ることができよう。
その競争という要素が強く働き出すと、つまり競技において勝利を得るということが兎にも角にも市一
の目的として追求され1Uすと競争の激化を招来し、 「勝利」の坦現の為の多くの手毀が講じられるように
なる。 トレーニンク方法の改善、用具の改良など選手の競技力を増す為の様々の万策が請じられるわけで
ある。この競争という要浜こそスポーツの府度化を生み出した第一の要因と考えられる。
競争において勝利をt9るということが重要な怠吐をもつのは勝利が門分の帳秀性を他人に示す有効な根
拠となるからであり、勝利が自分の能力をほめてゆく不断の努力の証明と映るからである。• 関人の内にひ
そむ自分の優分性を証明したいとする欲求の充足が、人為的に作威されたルールによって統御された聞い
の場で行なわれる限り、現実世界にその関いが敷術することはない。スポーツは現実世界とルールによっ
て区別されたプレイ・コミュニティのなかで行なわれ、そのなかでルールによって闘争とは区別される競
争が行なわれる。そこで争われろ勝敗は「遊び」の領域における優劣であるが、 「遊び」の領城のなかで
は相対した 2者の現実社会における地位関係は剥さ取られ、現実？t会における優劣が「遊ひ」の世界にお
ける陪劣に直接関与することはない＾こうしてスポーツの湯における勝敗は、 社会的地位関係などの社会
的拘束から解放された人間によって、その涸人の持つ力のみを頓りに争われる結m、 n分の優秀性を示し
たいと願う者にとって、スポーツの場における茂争は大きな魅）」である。またスポーツという「遊び」の
領域における優劣が現丈世界におげる優劣に直接四き換えられることはないことから、スポーツの場にお
ける競争は許容されることはあっても禁止されることはない。
しかし、矛府するようだが、スボーツの場における優劣が社会的に大きな関心を呼び起こす結里、競争
の激化を招米し、スポーツのt'1i度化を促進している一面も決して6過することはできない。むしろこの要
因の方が「店度化」というものに大きな影愕を及ぼしていろと言っても過nではあろまい。すなわらその
要因とは、簡単に言えば、 「勝利」に対して他人の称臼があり、同時に社会的名声と tt会的地位を獲19で
きるということに出来している。 「勝利」は雄の手にも簡巾．IC手に入るという性格のものではない。最終
的には唯一人の人間、唯一つのチームにしかもたらされ得ないものである。それ故、多くの人々が参加す
る競技会において「勝利」を収めることは非常に稀なことであり、そのことが「勝利」に対して稀少性と
いう稀少価9れを与え、その結果、稀少価俯を僭ひた「勝利」は社会的にも評価され大きく取り
ヒげられることになる。そして代公制が敷かれる競技会においてはそのことはさらに増艮されてくる。そ
れは稀少性という観点からだけではない。代及制を敷くとその代火選手は一個人の名前で競技に参加する
のではなく、東団（国家）の名を背Qって参加することになりかねない。例えばマラソンを考えてみよう。
瀬古というマラ・ノンランナーは、国内競技会においては彼の所属する企染名を胸にして走り 、 国際匝技会
においてはU本を代表して参加する選手であり、 8の丸を胸1こして走る。栢占というマラノン・ランナー
が恨人の力で勝ちとった優勝という栄冠は、彼の所属する企菜あるいは「日本」という「！酋」の名声をも
翡め、 「勝利」というものが選手個人はもらろんだが選手の所国する集団にも屈せられるわけである。国
際競技会における国旗の掲揚はその象徴である。その意味で国際大会は実際に賤技を行うのは一閥人では
あっても、代表選手を送り出す国同士の威信をかけた競↑の場となり、代理戦争的色彩を惜び、勝敗が仕
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会的に大きな店味をドjつようになるわけである。西ドイツで行なわれたミュンヘン・オリンピックにおい
て何故あれほど突然1こ東ドイツの選手が活躍したのかの問いかけにはとの観点から笞を出すことができる
のではないだろうか。
メダルを獲得することは、「スポーツを愛するが故ICただ単にそれをn的とし行l.rj われた結集であったは
ずのものが、結果においてメダルに選手自身のなぷを超えた社会的栄信のレッテルがはられ、加えて彼の所属
する集団にとっても大きな社会的メリットがあるため、すなわちメダルがスボーツ以外の場でも fi効la畏
f尼るシンポルとなったため、スポーツにおける競ftというものが激化してきたのである。こうして彼の
競技成績IC..いて彼の関係する釦団に対してL社会的栄行が与えられるとその当該m1-nは彼の製技JJ に関心
を寄せる。知団として彼に大きな支援を行い例えば強化＂などの援助ふ行い、彼がスポーツに屯心打ち込
める内境を整偏するようになるにし9:.iJ：って彼の競技力はますます几まりスポーツの高度伯こ己献することになる。
これらのことは先に述ぺたロイの提案するプレイーゲームースボーツーアスレテ｛ックスという概念閃
(15) 式によってより良く説明されるかもしれない。彼はスポーツがより穀↑的になり、最終的に粉fiIへの志向
が強くなろとよりシリアスなスポーツ形態んとるようになろことによって、スポーツとは区別されるアス
レティクスヘ移行すると述ぺている c ブレイ・ゲーJ. ．スポーツが「遊び」の領域lr:.Oiする「表現活動」
であるのに対して｀アスレティクスは「手没的活動」であって「労働」の領賊1こliij·4もと込べ、その特湧
として複雑な組は、広いq体的能力の要訊を喰げている。そして、現代スポーツは「遊び」の領誠と「労
動」の領域の連控体のなかにおいて、むしろ「労働」の鋲域にかとれるアスレティクスヘ移行していると
主服するのである。また、グレイダーはスポーツとアスレティクスを比較して次のように定義している。
スポーツとは人間がただ単にその活動から派生され用ろ喜びとか身体的、＂神的、社会的恩思のみを求め
て行う活動であるとf、}徴づけられるのに対して、一方、アスレティクスとは人間が勝利への惟い欲求を「 t｀
伽）
ら、本気で目的追求を行う活勁として特徴づけられると述べている。これらを踏まえて現代において特に
オリン t:"ック級のレペルに於いて競技されているスボーツを考えてみる時、そこで競技されているスポー
ツは、もはや「スポーツ」と呼ばれるものではなく、むしろ「アス＇レティックス．］と呼んで良いものであ
って、そのなかにいては、当●やアマチュアリズムも変化せざろを得ない状態に陥っていると結論づけられ
ょ~;tの神巌） 現代ti会を輝から支配している神話を明確1こする C とは容易なことではないけれどもテ
クノロジ一の発展に象徴的に見られるように、それは進歩•発展・ Qm化の思想ではないかと思いたくな
る。成長至l::E毅とでも宮えそうな基本的には物四置視の進化論的思想であり、全てにわたって進歩•免
展を求め、後退・停滞を認めない成長だけをば傍する神話が支配しているように思える。 その思組がスポ
ーツの世界1とも没吝し、スボーツの世界を支配しているのではなかろうか。 オリンビックのスローガンは
「より返く、より耳く、より強く」であるし、記録への挑骰、新しい技術の開発は多くの人の注目を釈め、
店く評価されてきた。陸 9：競技、水泳、ウエイト・リフテ 、ィングにおける記t-;.の更新、体採競技における
ウルトラ Cの開発。そうした記録の史新、技術の向＿1：に対して我々は驚さの日を向けろと同時IC.、それら
に莉い評価を与え、さらに前進することを求めていろ。我々は技術文明の発殿を支える思想を（司の疑いも
なく何らの危倶も抱くことなく受け入れ、スポーツのllt界にも持ち込んでいろように忠える。
4. スポーツの高夏化とアマチュアリズム
競技者の競技）］の向．Lはスポーツの利度化に大きな口献をするが、高度化したスポーツは逆に競技者に
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とって到達しなければならない必い規序を提供すろことになる。これは現実的には記録の復Il定方法を枡“
化し、 flt界記録、あるいは旧内記録、大会記録など様々のレペルの様々の種類の記録を公認し公．＆するこ
とによって行なわれているが、一方ではそれは到述すぺき目安ともなるが、他方ではそれは乗り越えなけ
ればならない応嗅として覗技者に押しつけられているとも”えよう。はたして、その競技水準は通り一迫の
トレーニングでは到達できないほどの此iい水布であり、より多くの時間とエネルギーの粕費が要求され、遼
f個人の累四と努力はもとより、彼を取りなく閃視の整術し競技·)JI!J] KIとは不iiJ欠であり、むしろその点
の刀がより強瀾されかわない。
こうして、れ渡化されたスボーツに於いてはトレーニングに多くの時間が＂されなければならないし、
施設、 Jn凡の整伽も允分に行なわれなければならないが、それはその競技打只一閥人でつくり出すことが
＂和1能なほどのものにそいている。例えば用！lを考えてみよう。現任ではルールのなかで｝tJ具の規格統—→
が行なわれ、各l·.]が勝手に創り出しf:.maの使Illは現実的に難しく、換宮すると、ルールで定められた規
格品を手製で間に合わせることは実際的に難しく、 n}門家の手による製品ヤ仙lTIせねばならない。 il]具の
生産がll}l’り家の手に委ねられることで、 HI具の改良、あるいは新しいH]具の開発が行なわれ、スポーツの
扁度化にU献することにはなるが、材四、問能の向ヒはその用具をますます利価なものにしてしまい、一
閥人の手には位えないはどのものもある。それ故、悶技者が所凪する釈団（学校・企業・困等々 ')に支悛
を求めるのも仕万ない一面もある。 (6度化したスポーツの水布に追いつく為には齢人の1Jを超えた大きな
援助がどうしても必要となるからであろ。また—-Ji｀選手が競技会に於いて好成紐を収めることは彼がOO
係する染団の名柑やしr6めることになるので、例えば企業などは耳い競技力を持つ選手をm成したり、あ
るいはそのような優秀な選手の獲得に努め、 トレーニンクE！境の整漏を行ない、敗技名に允分なトレーニ
ングを招むことを保証するようになるわけである。これが企哭お侶えのコマーシャル・アマチュアであろ
し、 m家のバック・アッブを受けたステート・アマチュアと呼ばれる逸•To遠である。
ここにおいて競技tと彼を瞑り春｀く釈団の利害が一致し、競技者は虎団に保護されるとともに、また逆
四！！団は閥技者にある期待を片つC とになる。そしてその期待が店ずるとそれは競技ri· 1ことって過度の要
求となり、鮎’t！的にスポーツは曲制となり大きなn担となりかねない。競技者のn発的な意志というより
はむしろ因りからの強制というものに突き動かされてスボーツを行うという状況も生まれてくるわけであ
る。代よ制を敷く限りついてrn] る局囲の期待は競技者1ことって励みでもあるが、と同時に義祐へとも転化
し易い。そうした心FII的負担は、我々がスボーツに対して抱いている即想、すなわちスボーツとは自発的
な身体的遊戯であり、その行動のなかで楽しさを掲ろものだという刑想を覆しかねない。プレーヤーが「l
分日身の欲求充足の2i1cr]発的に行っていたものが他人の日］待、染団の期待の為に行なわれなければなら
ないという、その競技者にとりスボーツの練外現象をも出現することになる。周囲の期待がni且となった
その象徴的町·1:1c.マラソンのµ]谷選手の日殺という 9船ましい巾('Iが記憶にあろう。
艘？tの激化とそれがもたらした競技水樗．の店度化はブレーヤーにより厳しいトレーニング、節制、 9 が進
を課し、まさに専門的にn圧心打込むことを要求し強制すろ。生活時間の多くをスボーツに割かねば競技1こ
勝てないという実情を我々はjI渾から見つめなければなるまい。彼らは労働時間の駐双のみならず、トレ
ーニングに必要なnl具の促供、あるいはW屈のコーチの配凶、ましてはn常生活の便宜まで配息されスボ
ーツの競技力向．.ti口＂［明け界れるわけである。彼らばはたして「スボーツによって物質的利tりを受けて
はならない」とするアマチュア規定に抵触しないとgぇる選手達なのだろうかと疑いたくなる。•それだけ
の時間、エネルギーをトレーニングに打込んで火生活の保証もなくスポーツに没頭できるものかと不思蹟
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にさえ思えるのである。スポーツは「遊び」の領域に日するとされるが、この場合それは「労働」という
11.：活保証があってはじめて「遊ひ」も存在することを，〇味する。しかる IC労勁の程揺あるいは免除によっ
て、もしくは学業の無祝ということによって、スポーツに没9 する選手をアマチュアリズムのnぅ「アマ
チュアとはスポーツを口業としない選手のことである」という条項を踏嗅している選手と見倣すことは到
底できまい。
先にも少し触れたが、スポーツの在度化は用具の開発、改良をもたらすけれども、と同時に伯殴の高騰
を招いた。その冗価な用只のつけは競技者に回されるわけで、競技者にとってはスポーツ用具は金鉗而で
人さな負担となっている。その鮎果、選手は試供品として無慎で提供される用具には大きな魅力を感じろ
のは当然と可えるかもしれない。ここにスポーツヘのコマーシャリズムの投人の糸nが見え、ブレーヤー
とのアドバイザリー契約などのプロ化へのlnが見え隠れするのである。このことは特に店価な用具が必要
とされる競技では一般的であり、プランデージの批判したぽbく広告塔」と aわれるスキー競技では、勝
敗が製品の光れ行きを左右し、一同の財改にも影唸を及ぼすもので企業の選手に対する支援ははなはだ大
きいものがあろ。また各柿スポーツ協会の万でも資金面の補充という点から製品の「検定」制度を敷き、
各社の製品を認定すろことにより 、 認定料として補助金を仰き、協会自体がコマーシャリズムの没入を公
けに認めているのであろ。
このような状況下にある選手に、アマチュアリズムの遵守を叫ぷの1胡URを認盟しない者の兌汀である
かもしれない。スポーツは一方で大衆化の現象を生み、 他方でn度化という現象を生み出している。高度
化したスボーツにおいては、一般の大多粒のスポーツマンには及びもつかないほどの1!5度の技術を駅使し、
ハイ・レペルの記録を出す競技選手を生み出したか、そこにはロー ・ レペルのスポーツとは同一次元で把
えられない現象も敬多く生み出されているのである。アマチュア・スポーツとして仕1JJの合問の片手問の
トレーニングでは及びもつかないほどのレペルに発展しており、卜 9 プ ・ レペルのスポーツは生活全てを
伯注しなければならないほどのものであって、具のほ味で「スポーツを本某としない」アマチュア・スポ
ーツの理念を遵守していてl社酎iにならないのである。同度化したスボーツは「手弁当のスポーツ」を超
えた所にあり、アマチュアリズムの理念を超えた所に存在していることを理解しなければならないと思う。
少くともアマチュア・スボーツの最大の祭典であるオリンピックに出場すろようなトップ・レペルの競技
選手に対してはもはやアマチュアリズムを押しつけることはできない状態であることを認めないわけには
ゆかないのではないかと思う。
ただ最後に次のことをつけ加えておきたい。技術文明の発展を支えた哩念は、進歩•発辰 ・ 塑官化であ
り、それは人間に多大の幸福をもたらすものとして信して疑われることはなかった。しかしながらそのネ
ガティブな一而が顕わになるにつれて、例えばシュマッハーの主張する「スモール・イズ・ピューテ｛フ
町の流れを汲むー派が形成され、進歩•発展の理念IC.疑問が投げかけられてきている。スポーツにおい
てもこの応度化に対する再考が要開されていると思われる。そもそもアマチュアリズム哀退の一因となっ
たのはこのスポーツのiW度化であった。記録の向上 ・ 技術の向上を目指すあまり、過頂のトレーニノグを
性いられ、洋句にドービングの使用へ至るなど人間不在のスポーツがまかり通り出したのである。
今ここで必要とされることは端的に言ってアマチュア条項をどのように改正すろかということではなく、
アマチュアリズムの崩壊という現象によって顕在化してきた現代スポーツの弊害にどのように対処すろか
ということである。そしてそのことを問題とする場合、我々人門の能力には生物学的に或いは生理学的に
限界があり、その意味で人間がやる以上スポーツIC於いても、 11an、技術には限界があるということを認
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めることではないかと思う。技術文明を扱側から支えている思想を無批判的にスボーツのIIt界にt与ら込む
ことは、スポーツが持っているより根源的なものをなおざりにしてしまうのではないかと懸念されるので
ある。この問図に対しては今後さらに双い哲学的な問いかけが必要とされよう。
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